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１．台風第15号の被害について
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 瞬間的な暴風により、千葉県を中心に大規模な住家、施設の損壊が発生。

1.2. 台風第15号による被害

１．人的被害
死者１名（東京都世田谷区）、行方不明者０名、重傷13 名、軽傷137 名

２．住家被害
全壊342 棟、半壊3,927 棟、一部破損70,397 棟
床上浸水127 棟、床下浸水 118 棟

３．河川被害
千葉県 作田川、一宮川において溢水（合計約９haの浸水）

４．土砂災害
土石流：鎌倉市で12 か所
地滑り：南房総市で１件
がけ崩れ：神奈川県62 件、千葉県７件、静岡県５件、福島県１件

５．施設被害の例
・東京電力管内の鉄塔２基（千葉県君津市）が倒壊
・千葉・山倉水上メガソーラー発電所（千葉県市原市）で破損による火災事故が発生
・千葉県君津市の石油コンビナート（日本製鉄（株）君津製鉄所）で燃焼放散塔が倒壊
・茨木県の日本原子力研究開発機構大洗研究所敷地内の冷却塔が倒壊
・千葉県・市原市のゴルフ練習場のネット固定用の鉄柱が倒壊
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1.4. 台風第15号による鉄塔及び電柱の倒壊・損傷

○鉄塔の倒壊事故の概要
（○所在地：千葉県君津市かずさ小糸、長石 ○建設年月：1972年7月）

 台風第15号により、東京電力管内で鉄塔2基が倒壊し、電柱1996本が倒壊・損傷した。

 経済産業省ではWGを立ち上げ、鉄塔及び電柱の技術基準見直しを含めた事故原因の究明
に係る検討を実施。

○電柱の損壊事故の概要

損壊現場の様子（倒木及び飛来物による損壊）倒壊現場の様子 鉄塔の倒壊方向

倒壊した鉄塔の様子（木内線No.78,79）

（出典）東京電力ＰＧ(株)提供資料及び第1回令和元年台風１５号における鉄塔及び電柱の損壊事故調査検討ワーキンググループ 東京電力PG(株)発表資料

折損・倒壊等した電柱1,996本の被害原因
（※東電PGの報告を精査した結果、原因が確定できなかったため調査を継続するもの）



２．台風第19号の被害について
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2.1．台風第19号の特色

 台風第19号は、大型で強い勢力を保ったまま伊豆半島に上陸し、その後関東地方を通過した。
台風本体の発達した雨雲や台風周辺の湿った空気の影響で、静岡県や関東甲信地方、東北地
方を中心に広い範囲で観測史上1位の雨量を記録し、堤防の決壊や家屋の浸水等の甚大な被
害が生じた。

（出所）気象庁資料
台風19号の大雨で決壊した千曲川（出所）毎日新聞
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 関東地方、甲信地方、東北地方など広域に渡って記録的な大雨が降り、多数の河川において堤
防が決壊し、洪水が発生。

2.2. 台風第19号による被害

１．人的被害
死者 99名（岩手県、宮城県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、

東京都、神奈川県、長野県、静岡県、兵庫県）
行方不明者 ３名、重傷 40名、軽傷 444名

２．住家被害
全壊 3,081棟、半壊 24,998棟、一部破損 26,284棟
床上浸水 12,817棟、床下浸水 24,472棟

３．河川被害
［国管理河川］堤防決壊12箇所。［県管理河川］堤防決壊128箇所。

４．土砂災害
土石流：426件 地滑り：44件
がけ崩れ：492件

５．施設被害の例
・北陸新幹線 長野車両センター、千曲川の決壊により電気設備の浸水（留置車両 10本も浸水）
・首都圏の高層ビルで、浸水被害により高圧受電設備が損傷
・東北電力では45カ所の水力発電所で浸水や冠水などの設備被害（総出力26万4,550Kw)





12

2.4. その他の産業保安関連の被害

高圧ガス容器の流出

• 台風による大雨・浸水により、神奈川県、埼玉県、宮城県、福島県、栃木県内の海・河
川沿いに位置する複数の高圧ガス充填所等から、合わせて約600本(空容器を含む)の
産業ガスやLPガス等の高圧ガス容器が流出し、海・河川沿いに広く散乱。

鉱山の水処理施設における未処理水の流出

• 10月17日、ラサ工業株式会社が管理する田老鉱山（岩手県宮古市）の水処理施
設において、台風19号による影響を確認中、ポンプの水没及びパイプの破断により、一
部の未処理水の流出を確認。

• 確認後、事業者が直ちに復旧作業を行い、10月18日に未処理水の流出停止を確認。
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３．台風第15号・第19号
を受けた検証について




